
８月13日（月）～15日（水）は

おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会管理課
☎476-1111（410）

問

大崎町立持留小学校 
校長：長澤 俊英  教頭：住田 隆明

Ⅰ 親子ノート  
１ ねらい 

基礎学力の基盤をつくる。 
２ 内容               【「親子ノート」の内容↓】

Ⅱ メディアコントロール週間の取組 
１ ねらいと内容 

   メディアをコントロールした生活をすることで，学習や読書をしたり，家族と話したり，
お手伝いをしたり，体操などで体を動かしたりする時間を増やす。 

 ２ メディアコントロール週間における毎日の振り返り事項（チャレンジカードの内容） 
【↓メディアコントロール週間チャレンジカードの「生活習慣のふりかえり」の部分】 

漢字や漢字の部首名を正しく確実

に覚えるために，毎回３文字の漢字

（ひらがな・カタカナ）に取り組む。 

漢字は書き順を唱えながら覚える。

確実に覚えたと思ったら，書き順を唱

えながら，親に指書きを見せる。親は

漢字ドリルを活用し，正しい書き順で

書けているかをチェックする。 

 正確性とスピードを育成するため，

四則計算（＋・－・×・÷）のマス計

算に取り組む。出題数は，学年に応じ

て異なる。 

目標をもち，集中して取り組めるよ

うに，毎回計算のタイムを計り，グラ

フのページに記入する。慣れてくると，

子ども自身でできるようになるが，子

どもの意欲を高めるために，ときには

親が，時間を計測したり，計算が正し

いかをチェックしたりする。 

学力の基盤

と豊かな心を

育むために，

毎日読書に取

り組む。 

読んだ本の

名前と読んだ

時間を書く。 

 読書に親し

む習慣づくり

のために，親

に余裕がある

ときや読書週

間 の と き に

は，親子で読

み聞かせをし

たり，読んだ

本の感想を交

流 し た り す

る。

保護者の感想 
・ 中学校のテスト期間に合わ
せてあるので，取り組みやす
い。

・ メディアコントロールに，
毎日取り組むことが難しかっ
た。

子どもの感想 
・ マス計算に取り組んでいるおかげで速く計算できるようになった。とてもうれしい。
・ 書き順チェックにはあまり取り組めなかった。

【児 童 数】２０名 【１８戸】
１年生 ６名  ４年  １名
２年生 ２名  ５年  ６名
３年生 ４名  ６年  １名

【教育目標】

「自ら学び，心豊かにたくましく
生きぬく持留の子を育てる」

【校訓】
「かしこく やさしく たくましく」
【キャッチフレーズ】
「元気いっぱい，やる気いっぱい，夢いっぱい
『きらり輝く持留の子』」

Vol.2Vol.１

大崎町立野方小学校
校長：恐田 正行 教頭：蓑毛 透

「メディアコントロールチャレンジ」 《児童の感想》
学期に１回（年３回），大崎町家庭学習強調週 ・本を読む時間ができた。

間の取組に合わせ，行っています。 ・テレビを消すことで，宿題に集中でき，早
チャレンジ方法は，その時々で，できるコース く済ませることができた。

を各家庭で設定，工夫し取り組みます。 ・宿題をいつもより丁寧に取り組むことがで
－平成２９年度実績－ きた。

第１回目： ６月１７日～ ６月２３日 ・テレビも楽しいけど，読書も楽しかった。
第２回目：１１月２５日～１２月 １日 読書の時間も大切だなと思った。
第３回目： ２月１０日～ ２月１６日

《保護者の感想》
☆かめコース…食事中はテレビを消す。 ・初めてでなかなか慣れなかったが，習慣
☆ねこコース…９時以降はテレビを消し，ゲーム になると会話が増えると思った。

もしない。 ・宿題も早く済み，お手伝いもしてくれた。
☆いぬコース…テレビ，ゲームは１日１時間まで。 ・早く寝ることで，朝スッキリとしていた。
☆ぞうコース…ノーテレビ，ノーゲームデー。 ・中学生の子がテスト勉強に集中して取り
☆我が家コース…家族でルールを決め取り組む。 組むことができ，家族の協力がありがた

く感じた。

【 校 訓 】
『なかよく』『かしこく』『たくましく』

【キャッチフレーズ】
『笑顔輝く野方っ子

「歌と 読書と 思いやり」』

【児童数】 ７４名 【５１戸】

１年生 １０名・４年生 １０名
２年生 １３名・５年生 １５名
３年生 １３名・６年生 １３名

【学校教育目標】
『ふるさと野方に誇りをもち，

自ら学び，心豊かでたくましい子どもを育成する』
～ 自己肯定感を育む教育の推進 ～

「我が家の家庭学習のすすめ」 （野方小学校ＰＴＡ 母親会員）
わたしには，中学生と小学生の息子がいます。野方小学校でのメディアコントロールチャレンジを

きっかけに，家庭学習への取組が良くなったと感じています。

《家庭学習の家庭内ルール》
☆ 学校から帰宅したら，まず宿題を済ませる。
☆ 学習時間はテレビを消す
☆ 自分の得意なものから始める。 写 真
☆ 苦手なところ，分からないところは，後でゆっく

り時間をかけて取り組む。
☆ ゲームは，１日に１時間まで，宿題とお手伝いを

２つ以上してから。
リビングに集まりそれぞれの課題に取り組む

《保護者の声かけ・工夫等》
☆ 宿題は，少しでも目を通して，丁寧な字が書けていたときは褒めるようにしています。
☆ サインをしてあげることで，喜び，やる気も出るようです。
☆ 宿題の音読とは別に，１日１回本を読むようにしています。本を読んでいるときは，話しかけた

りせずに，見守るようにしています。
☆ 集中できなくなったら，一緒に夕食の支度をしたり，先にお風呂を済ませるように勧めたりしな

がら，それぞれの時間を過ごす工夫をしています。気持ちを切り替えることで，その後も限られた
時間の中で集中し，９時の就寝を目指して取り組んでいるようです。

☆ 時には，中学生の兄に教えてもらうことで，分かり易いと喜んで楽しく取り組めているようです。

このような取組を進めることで，子供たちなりに，テレビやゲームの誘惑に負けず，まずは宿題を
終わらせる習慣を身に付けられるよう努力しているようです。やるべき事を先に済ませ，就寝までの
時間を自分の自由時間として過ごすことができるようになってきました。低学年のうちから取り組む
ことで，学年が上がり，課題が多くなっても，限られた時間の中で有意義な家庭学習に取り組めるよ
うなってくると思います。
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